
“メンテナンス”から “イケアファシリティマネジメント”へ
イケアについて

ビジネスコンセプト

ビジョンとビジネス理念

「より快適な毎日を、より
多くの方々に」。これがイ
ケアのビジョンです。そし
てビジネス理念は「優れた
デザインと機能性を兼ね備
えたホームファニッシング
製品を幅広く取りそろえ、
より多くの方々にご購入い
ただけるようできる限り手
ごろな価格でご提供する」
ことです。
イケアはサプライヤーとの長期的な関係を築き、高度なオート
メーション化と大量生産を可能にする製造工程に投資すること
で、バリューチェーン全体を最適化し、手ごろで優れた品質を
お客さまにお届けしています。イケアのビジョンはホームファ
ニッシングの域を超えています。イケアのビジネスに関わる全
ての人々のためによりよい暮らしを実現したいと願っています。

イケア FMの歴史

 ファシリティマネジメント導入までの苦悩

経営陣のFM理解

店舗のステークホルダーからの信頼度

FM本来の業務

イケア FMのFM理解度

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

ファシリティマネジメン
ト導入プロジェクト

(FMSP project)

 家具小売企業にとって総合的で長
期的な目線でファシリティを企
画・管理・活用するファシリティ
マネジメントの考えは受け入れに
くかった。

 ファシリティマネジメント本格導
入において一番のキーとなったの
が経営陣との関係性を構築するこ
とと会社内契約書”ISA(Internal 
Service Agreement)”の締結だった。

 2016年10月からファシリティマネ
ジメント導入プロジェクトを開始
し、そこから全てが上向きになっ
ている。



o ファシリティマネジメント導入
プロジェクトを“FMSP”プロ
ジェクトとする。

o PDI（プロジェクトディレク
ティブ）の作成と経営陣からの
承認

“メンテナンス”から “イケアファシリティマネジメント”へ

Initiation Preparation Execution Closure

 ファシリティマネジメント導入の道のり

2016.10～
～2018.4

o ファシリティマネジメントを導
入する為の時間、コストやコ
ミュニケーションプラン等の計
画書を作成

o プロジェクトメンバーの選定

o 全店舗でギャップ分析

o チェンジマネジメント

o 社内契約書”ISA”の作成、締結。

o プロジェクト計画の精度調査

o プロジェクト満足度調査

o イケア・ジャパンに成果物をハ
ンドオーバー



“イケアファシリティマネジメント”のスコープ・コンセプト

イケアファシリティマネジメントのサービスデリバリーモデル

ファシリティマネジメント（FM）は、イケアストアの様々な部分
をケアする10項目のサービスを提供します。
サービスエリアは、様々な方法でイケアストアの運営を サ
ポートします。10項目のサービスは更にソフトサービスとハード
サービスの2カテゴリーに分けられます。

ソフトサービス
 エナジーエミッション＆ウォーター

マネジメント
 クリーニングサービス
 ウェストマネジメント
 ペストコントロール
 スノーリムーバブル

ハードサービス
 テクニカルメンテナンス
 イケアフードイクイップメント
 セーフティ＆セキュリティーシステム

ズ
 リテールイクイップメント＆サービス
 ITリレーテットFMサービス

10項目のサービスエ
リアは４つのサポート
エリアによってバック
アップされています。

ワーキングトゥギャザー
FMは、ニーズを理解するため、コワーカーと協力しながら業務に取り組みます。
FMは、IMS（購買部）とESP（外部業者）と共にイケアストアの日常業務を長期的
にサポートします。定期的にフィードバックしあう事で、よりよいサービスを提供
できます。

ファイナンシャルセットアップ
FMはストアごとにアクションプランを
作成し、プランをもとにFMの予算を見
積もります。アクションプランで必要
なアクション、リソースは事前にビジ
ネスナビゲーションとの間で話し合い
ます。FMは、定期的にビジネスナビ
ゲーションにアクションのアップデー
トをします。予算を調整する必要があ
る場合、FMは関係部署、ビジネスナビ
ゲーションと協力し、必要条件、アク
ションプラン、ISAを見直します。そ
の際、FMは専門知識を持つアドバイ
ザーとして行動し、コストに悪影響を
及ぼさないように考慮します。

ピープル
FMの新しい働き方では、リーダーシップ、
ファイナンシャル、ベンダーマネジメント
の能力に加え、技術的専門知識が新しい能
力として求められます。“適材適所”にする
ことでサービスを容易にコントロールでき
るようになります。業務を成功させるには、
今ある問題を積極的に解決していく必要が
あります。つまりFMは、採用、PE、ト
レーニング、サクセッションプランニング
等の問題に関して積極的に取り組む事にな
ります。

サポートエリアは正しく
10項目のサービスを提供
できるように導いてくれま
す

ツール
 FM五カ年計画
 CAFM
 ファシリティレビュー
 FM CARR (Common Accounting 

Rules and Recommendations)
 FM コストレポート
 サステナビリティKPIレポーティン

グツール
 FM コンピテンスプロファイル、

マッピングツール、ラーニングパス
 FM サティスファクションサーベイ
 IKEAグループFMガイドライン、テ

ンプレート、インストラクション

新しい働き方が導入されれば、FMはイ
ケアビジネスに長期的に優れたサポー
トが提供できます。
効率的なファシリティマネジメント！

４つのサポートエリアで10項目のFMサービスを効率よく提供す
る事ができたら、その結果、イケアのビジョンである”より多くの
方々により快適な毎日を”により貢献できる効率的で効果的なファ
シリティマネジメントサービスの提供が可能になります。
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